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環境負荷の少ない企業活動

2025年度施策、定量目標等

①自動車エネルギー使用量の削減

業務に使用する全リース車両にしめるハイブリット車・

EV車比率を80％以上ととする

②オフィス・モデルハウスのエネルギー削減

前年度実績比▲１％/年以上

木資源の活用

2025年度施策、定量目標等

①資源調達ガイドラインの遵守

・クリーンウッド法に基づく、登録木材の合法性

適合率100％維持

※「合法伐採木材等の流通及び利用の促進に関する法律」の通称

・取引部資材メーカーへの継続的調査の実施

②国産材の有効活用

・構造材への利用率の向上

ライフサイクルゼロミッションの把握と向上

・2020年度ライフサイクルゼロエミッション化達成率95％

を目指し、各施策を推進。

木質資源の再利用の状況把握と推進

・2020年度90％を目指し、各施策を推進。

①産業廃棄物総排出量の削減［新築現場］

・2020年度実績比19％減（㎥/延床45坪当たり）

②産業廃棄物リサイクル率の向上［新築現場］

・総排出量に対するリサイクル量：95％

③広域認定取得に向けた課題整理

①低炭素化に向けた研究開発テーマ検証

(新仕様・水素活用等）

【資材調達】
合法伐採木材の調達を
徹底し、持続可能な森
林資源調達を推進しま
す。

合法性に関する社内
調達基準達成率
100％の維持

【資源の有効活用】
産業廃棄物のゼロエミッ
ション化を目指します。

住宅のライフサイクル
におけるゼロエミッ

ション化達成率100％

【木造化の推進・LCA向
上】

新技術新仕様の
開発・検証

目的 目標

【事業活動による環境負
荷の低減】

継続した省エネ活動
の推進

目的 目標
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環境性能・価値の創出

2025年度施策、定量目標等

①ZEH化達成率85％

※ZEHおよびNearly ZEHの合計

①環境設計ガイドラインに基づくエクステリア

　一体型設計の提案および採用率の向上

住まいの長寿命化

2025年度施策、定量目標等

①10年保証継続率の向上

目標継続率70％

②20年点検工事実施率の向上

目標実施率60％

【維持管理システム】
キープウェル住宅・60年
間の定期点検とメンテナ
ンス実施の普及を目指
します。

60年保証期間の定期
点検とメンテナンス実
施継続推進

目的 目標

【居住時のエネルギー
使用量の削減】

居住時のCO2削減を目

指します。

ZEH化推進

環境設計ガイドライン
に基づく設計提案の

推進

目的 目標




